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　  号号ののおおももなな内内容容
● ２期目就任にあたって
●「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の
　基本設計がまとまりました
●「暴走は　しない　させない　見に行かない」
●この夏も、節電に取り組みましょう！
●健康増進計画　知っ得シリーズ　ほか

7
1

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 

６月２０日（水）　市長登庁式
　６月１０日（日）の福知山市長選挙で２回目の当選をはた
した 松  山  正  治 市長の登庁式を市役所玄関前（内記三丁目）

まつ やま まさ じ

で開催し、市民など約２００人が２期目のスタートを拍手で
迎えました。
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６
月　

日
執
行
の
福
知
山
市
長
選
挙
に

１０

お
き
ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
市

政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
大
き
な
期
待
を
思
う
と
、
そ
の
責

任
の
重
さ
に
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
「
い
ま
、
変
え
よ
う
！
今
、

変
わ
ろ
う
！
」
の
強
い
決
意

と
「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た

め
の
市
民
の
市
政
」
を
行
い

た
い
と
い
う
熱
き
想
い
を

持
っ
て
、
こ
の
４
年
間
、
全

力
で
福
知
山
市
政
の
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

途
中
、
幾
多
の
困
難
も
あ
り

ま
し
た
が
、
常
に
前
を
向
い

て
明
る
い
未
来
を
信

じ
、
決
し
て
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
「
市
民
の

た
め
、
市
の
将
来
の

た
め
」
の
一
心
で
歩

ん
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
の

お
か
げ
で
、
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
の
完
成
や
市
民
病
院
の

地
域
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
の

指
定
な
ど
に
よ
る
市
民
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
向
上
、

職
員
数
の
削
減
や
財
政
状
況
の
好
転
と

い
っ
た
行
財
政
改
革
、
さ
ら
に
は
教
育
・

子
育
て
関
連
予
算
の
大
幅
ア
ッ
プ
な
ど
、

目
に
見
え
る
形
で
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
難
と
い
う
べ
き 
未  
曾  
有 
の
被

み 

ぞ 

う

害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
一

年
余
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
被
災
の 
爪  
痕 

つ
め 
あ
と

は
未
だ
に 
癒 
え
る
こ
と
が
な
く
、
長
引
く

い

先
行
き
不
透
明
な
社
会
経
済
情
勢
な
ど
も

相
ま
っ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
夢
と
希
望
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
逆
境
の
時
こ
そ 
飛  
躍 

ひ 

や
く

の
チ
ャ
ン
ス
」
で
す
。

　

京
都
府
北
部
地
域
の
地
理
的
な
中
心
地

で
あ
る
こ
と
、
充
実
し
た
都
市
機
能
や
道

路
網
・
鉄
道
網
の
優
れ
た
環
境
な
ど
「
ま

ち
」
と
し
て
の
総
合
的
な
優
位
性
を
持
つ

本
市
は
、
京
都
府
北
部
、
ひ
い
て
は
北
近

畿
の
中
核
的
な
存
在
と
な
り
、
こ
の
地
域

全
体
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

年
先
、　

年
先
を
見
据
え
、
私
た
ち

１０

２０

の
子
や
孫
が
新
た
な
福
知
山
市
の
創
造
に

拍
手
を
送
り
、
ま
だ
見
ぬ
未
来
の
市
民
に

豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

汗
を
流
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
や
不
断
の
改

革
の
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
今
後
の
市
政
推
進
の
基
本
姿
勢

を
「
市
民
を
ど
真
ん
中
に
」
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
地

域
づ
く
り
の
主
人
公
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

な
っ
て
、
市
政
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
皆
さ

ん
の
英
知
と
行
動
を
市
の
発
展
に
つ
な
げ

て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
、
行
政
は
常
に
市

民
を
中
心
に
据
え
て
、
市
民
の
皆
様
が
思

い
っ
き
り
頑
張
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

や
そ
の
環
境
を
作
り
上
げ
る
こ
と
、
こ
れ

ら
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
市
民

が
輝
き
、
健
や
か
な
暮
ら
し
が
育

め
る
「
ま
ち
」
と
な
る
こ
と
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
り
、
常
々
申
し
上

げ
て
い
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。
今
、
市

民
の
皆
様
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
の
輪

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
芽
を
さ

ら
に
膨
ら
ま
せ
、
花
咲
か
せ
る
４
年
間
に

し
た
い
と
強
く
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

福
知
山
の
未
来
を
豊
か
に
し
て
い
く
た

め
、
今
回
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
「
い
の
ち

･
環
境
」、「
子
育
て
・
教
育
」、「
市
民
・

改
革
」、「
賑
わ
い
・
雇
用
」、「
幸
せ
・
福

祉
」
を
５
本
柱
に
掲
げ
、
各
種
の
施
策
を

総
合
的
・
計
画
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
」の
力
の
源
は
市
民
の
皆
様
の
笑

2
期
目
就
任
に
あ
た
っ
て

市
民
を

市
民
を
ど
真
ん

ど
真
ん
中
に 

市
民
を
ど
真
ん
中
に 

市
民
を
ど
真
ん
中
に 

〜
市
民
と
と
も
に
歩
む
市
政
の
実
現
〜 
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市
の
将
来
像
や
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
と
意
見

交
換
し
ま
せ
ん
か
。

 
開 
催 
日 　

７
〜
９
月

※
開
催
時
間
は
、
約
１
時
間　

分
。

30

※
開
催
場
所
は
申
込
者
で
ご
準
備

く
だ
さ
い
。

 
対
象
団
体 　

メ
ン
バ
ー
の
半
数

以
上
が
市
民
で
、
市
内
を
拠
点
に

活
動
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど

※
１
団
体
、
年
１
回
と
し
、
政
治
・

宗
教
・
営
利
活
動
団
体
は
除
き
ま

す
。

 
申
込
方
法 　

７
月　

日（
金
）ま

27

で
に
、
①
開
催
希
望
日
時
②
開
催

場
所
③
団
体
名
④
代
表
者
氏
名
と

そ
の
連
絡
先
⑤
懇
談
テ
ー
マ
を
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
市

長
公
室
市
民
相
談
係
（
℡　

‐
７

24

０
２
７
・　
　

‐
７
０
２
３
）
ま

FAX
24

で
市
民
と
市
長
の

市
民
と
市
長
の

ま
ち
か
ど
懇
話
会

ま
ち
か
ど
懇
話
会

と　き　７月１６日（月・祝）午後２時３０分～４時

ところ　成美大学４号館１階１０１号室（西小谷ケ丘）

テーマ　これからの福知山市のまちづくり

　　　　　～市民がど真ん中の市政への思い～

講　師　福知山市長　 松  山  正  治 
まつ やま まさ じ

受講料　無料

申込方法　７月１３日（金）までに電話・ファクスまたはＥメールで申込みください。

申込先　成美大学教務課（℡２４-７１００・ＦＡＸ２４-７１７０・Eメール regional@uv.seibi-gakuen.ac.jp）

問い合わせ　市長公室企画調整係（℡２４-７０３０・ＦＡＸ２３-６５３７・Eメールkikaku@city.fukuchiyama.kyoto.jp）

　成美大学で市長が講師とな
り地方行政講義を行います。
市民の皆さまの多数のご参加
をお待ちしています。

顔
で
す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
に
よ
っ

て
必
ず
や
皆
様
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る「
ま
ち
」

へ
と
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
確
信
し
、

全
身
全
霊
を
傾
け
て
ま
い
る
こ
と
を
お
約

束
し
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
市
政
に
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

自
覚
と
責
任
あ
る
市
政
参
画
の
精
神
で
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
尽
力
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
期
目
の
市
長
就
任
に
あ
た
り
、
思
い

の
一
端
を
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　
　
　

福
知
山
市
長 

　

市
政
や
そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
、
相

談
者
と
市
長
が
直
接
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
受
け
た
相
談
や
要
望
を
決
定

す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
と
き
・
と
こ
ろ

８
月
７
日（
火
）

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

・
大
江
町
総
合
会
館
（
大
江
町
中
央
）

 
相
談
時
間 　

１
人（
組
）　

分
ま
で

２０

 
定　
　

員 　

６
人（
組
）

※
少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
と
対
話
の
機

会
を
設
け
る
た
め
、
相
談
は
１
人（
組
）年

１
回
と
し
ま
す
。

※
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
抽
選
結
果
は
、
８
月
８
日（
水
）に
申
込

者
に
連
絡
し
ま
す
。

 
申
込
方
法 　

７
月　

日（
火
）午
前
８
時

３１

　

分
〜
午
後
５
時　

分
の
間
に
電
話
・

３０

１５

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
市
長
公
室
市
民

相
談
係
（
℡　

‐
７
０
２
７
・　
　

‐
７

２４

FAX
２４

０
２
３
）
ま
で

市
長
の
何
で
も
相
談
日

お
知
ら
せ

　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら
４
年
間
、

２０

市
政
の
推
進
に
尽
く
し
て
き
た 
蘆  
田 

あ
し 

だ

 
昭 
前
副
市
長
が
、任
期
満
了
に
よ
り

あ
き
ら

６
月　

日（
土
）を
も
っ
て
退
任
し
ま

３０

し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、執
行
体
制
を
ス
リ
ム

化
し
、シ
ン
プ
ル
な
機
構
で
市
民
に
わ

か
り
や
す
い
意
思
決
定
過
程
を
築
く

た
め
、当
分
の
間
、副
市
長
を
１
人
体

制
と
し
ま
す
。

 蘆  田  昭 前副市長
あし だ あきら
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1　

基
本
理
念

　
「
教
育
の
ま
ち
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
ち
の
中
心

（
顔
）で
あ
る
福
知
山
駅
周
辺
を
舞
台
に
、
知
識
や

情
報
が
蓄
積
・
発
信
さ
れ
、
市
民
の
生
活
・
学
習
・

文
化
活
動
を
支
援
す
る
「
学
ぶ
・
集
う
・
支
え
る
」

機
能
を
備
え
、人
、情
報
が
出
会
い
、交
流
す
る「
ま

ち
と
人
・
人
と
人
を
つ
な
ぐ
」
交
流
空
間
を
創
造

し
ま
す
。

　
「
福
祉
の
ま
ち
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
多
く
の
市
民
が
気
軽
に
集
う
こ
と
が

で
き
る
人
に
や
さ
し
い
施
設
を
め
ざ
し
、
ま
た
、

機
能
の
複
合
化
に
よ
る
相
乗
効
果
に
よ
り
、
新
た

な
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
を
創
造
し
、
ま
ち
に
活
気

と
賑
わ
い
、

周
辺
地
域
へ

の
経
済
波
及

効
果
や
中
心

市
街
地
の
活

性
化
に
寄
与

で
き
る
施
設

を
め
ざ
し
ま

す
。 

2　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
後
、
さ
ら
に
詳
細
に
設
計（
実
施
設
計
）を
進

め
、
本
年　

月
に
は
建
設
予
定
地
で
あ
る
現
市
営

１０

福
知
山
駅
前
駐
車
場（
営
業
は
９
月
末
ま
で
）の
解

体
工
事
を
実
施
し
、　

月
を
め
ど
に
建
設
工
事
に

１２

着
手
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

3　

建
設
計
画
概
要

用
途
／
複
合
施
設
（
図
書
館
、
生
涯
学
習
機
能
、

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
ほ
か
）

構
造
／
鉄
骨
造
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

規
模
／
地
上
４
階

建
築
面
積
／
１
７
3
2
・　

平
方
㍍

90

延
床
面
積
／
６
3
8
8
・　

平
方
㍍

40

建
物
高
さ
／　

・　

㍍

２１

００

駐
車
場
／
１
０
1
台
（
う
ち
車
い
す
マ
ー
ク
駐
車

場
５
台
）

本本
市市
でで
はは
、、「「（（
仮仮
称称
））
市市
民民
交交
流流
ププ
ララ
ザザ
ふふ
くく
ちち
やや
まま
基基
本本
計計
画画
」」
にに

基基
づづ
きき
、、
施施
設設
のの
基基
本本
的的
なな
形形
をを
定定
めめ
るる
基基
本本
設設
計計
をを
策策
定定
しし
、、
今今
回回
、、

施施
設設
のの
外外
観観
イイ
メメ
ーー
ジジ
やや
平平
面面
配配
置置
、、
今今
後後
のの
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
なな
どど
がが
まま

とと
まま
りり
まま
しし
たた
のの
でで
おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす
。。

■■
市市
長長
公公
室室
政政
策策
推推
進進
係係
（（
℡℡

‐‐
７７
００
３３
００
・・

‐‐
６６
５５
３３
７７
））

２２４４

FFAAXX
２２３３

 1・2階 図書館 
 3・4階 市民交流ゾーン 
 4階 京都ジョプパーク 

 1・2階 図書館 
 3・4階 市民交流ゾーン 
 4階 京都ジョプパーク 

 KTR 福知山駅 
 JR 福知山駅 
KTR 福知山駅 
JR 福知山駅 

駅北口広場 
駐車場 

駅北口広場 
駐車場 

駐輪場 駐輪場 

ききょう
通り 

ききょう
通り 

思いやり駐車 
スペース 
（屋根付） 

思いやり駐車 
スペース 
（屋根付） 

共用ホール 共用ホール 

屋外 
便所 
屋外 
便所 

平面駐車場 平面駐車場 

年　
　

度

平
成　

年
度

２３

平
成　

年
度

２４

平
成　

年
度

２５

平
成　

年
度

２６

概　
　
　

要

基
本
設
計
・
実
施
設
計
の
策
定

〜
８
月　

基
本
設
計
・
実
施
設
計

　
　
　
　

の
策
定

　
　

月　

市
営
福
知
山
駅
前
駐
車

１０

　
　
　
　

場
解
体
工
事

　
　

月　

建
設
工
事
着
工

１２
工
事
完
了

４
月　

プ
レ
オ
ー
プ
ン

　
　
　
（
図
書
館
機
能
除
く
）

６
月　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　
　
　
（
予
定
）

施設の外観（イメージ）
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解説 

解説 

解説 

解説 

1階　平面配置 

2階　平面配置 

3階　平面配置 

4階　平面配置 

・図書館の配置は基本計画に基づき、1階と2階に配置します。
1階は児童図書・児童絵本コーナー、子育て・くらしのコーナー
や気軽におしゃべりなどができる憩いのスペースを設けます。

・障害福祉施設で作られた「ほっとはあと製品」の展示、障害の
ある人の働く場としてほっとはあとスペース（喫茶コーナー）をエ
ントランス付近に設けます。 

・一般図書コーナーは、駅北公園方面を一望でき、読書を
楽しむことができる閲覧コーナーを設けます。また、学習室
を設け、高齢者向けのサロンや学習活動など図書館の自
主的な催しができるスペースを配置します。

図書館
児童図書・絵本、憩
いのスペース、子育
て・くらしのコーナー

ほっとはあと 
スペース 
喫茶コーナー

図書館
一般図書、郷土、
レファレンスコーナー、
（資料検索・相談）
ティーンズコーナー、
学習室

・さまざまな市民活動や交流の輪を広げる場として、市民の健
康増進や講演会、研修などに使用できる市民交流スペース、
絵画や工芸品などの作品展示ができる展示室、さまざまな
ボランティア活動の拠点となる市民交流活動室（ボランティ
ア室）、研修室、中央公民館事務室などを配置します。

・展示室 
・市民交流スペース 
・視聴覚室 
・研修室・会議室 
・市民交流活動室 
・ハートフルスペース 

・京都府北部の若年者などの就業を支援し、図書館のレ
ファレンス機能などとも連携した京都ジョブパーク北部サ
テライトを配置します。また、さまざまな規模の学習活動や
会議などに使用できる和室・研修室などを配置します。

・京都ジョブパーク 
・創作室 
・調理実習室 
・和室 
・研修室 

建設予定地内の市営福知山駅前駐車場は 
　９月３０日（日）午後１２時をもって閉鎖します。 

　 
　１０月1日（月）午前０時以降はご利用いただけませんので、現在利用さ
れている皆さまには、大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお
願いいたします。 
　なお、市営福知山駅北口および南口広場駐車場については、これまでど
おり営業いたします。 
■問い合わせ　福知山駅周辺整備課　（℡２４-７０５５・FAX２３-６５３７） 

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

エントランスホール

入
口

入
口エレベーター

エレベーターエレベーター

エレベーターエレベーター

エレベーターエレベーター

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

憩
い
の

ス
ペ
ー
ス

ほ
っ
と
は
あ
と

ス
ペ
ー
ス

憩
い
の

ス
ペ
ー
ス

ほ
っ
と
は
あ
と

ス
ペ
ー
ス

おはなしの
へや

子育て・くらしの
コーナー

児童図書コーナー

児童絵本
コーナー

総
合
カ
ウ
ン
タ
ー

閉
架
書
庫（
自
動
化
書
庫
）

学習室

ブラウジングコーナー

ティーンズコーナー

サービス
カウンター
サービス
カウンター

一般図書コーナー

郷土・レファレンスコーナー

事務室

研修室

小会議室 小会議室

小会議室

研修室

研修室 研修室

研修室

ハートフルスペース
市
民
交
流
活
動
室

市
民
交
流
活
動
室

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
）

市
民
交
流
活
動
室

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
）

屋外テラス屋外テラス

展示室
（多目的室）

視聴覚室

ラウンジ

レストコーナー

レストコーナー

ワークテラス

レストコーナー

ワークテラス

市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス

創
作
室

市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス

上
部

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

吹抜

吹抜

和室和室

調理実習室

1階　図書館（イメージ） 

2階　図書館（イメージ） 

3階　ホールなど共用スペース（イメージ） 

1階　図書館（イメージ） 

2階　図書館（イメージ） 

3階　ホールなど共用スペース（イメージ） 
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〜
暴
走
族
を 
　
追
放
し
よ
う
〜 

〜
暴
走
族
を 
　
追
放
し
よ
う
〜 「
暴
走
は
　
し
な
い
　
さ
せ
な
い
　
見
に
行
か
な
い
」 

「
暴
走
は
　
し
な
い
　
さ
せ
な
い
　
見
に
行
か
な
い
」

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
平
穏
な
安
眠
を
妨
げ
、

一
般
車
両
や
歩
行
者
に
多
大
な
危
険
や
迷
惑
を

及
ぼ
す
暴
走
族
の
爆
音
や
暴
走
行
為
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
カ
ッ
コ
よ
さ
や
力
の
誇

示
、
日
頃
の
憂
さ
晴
ら
し
、
面
白
半
分
な
ど
の

理
由
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
当
事
者
た
ち
が
思
う

以
上
に
多
く
の
人
を
巻
き
込
み
、
苦
痛
を
与
え

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
暴
走
行
為
が
常
習
化
・
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
前
に
、
い
ま
一
度
、
地
域
・
家
庭
・

関
連
団
体
が
一
体
と
な
り
、「
暴
走
は　

し
な
い

　

さ
せ
な
い　

見
に
行
か
な
い
」
の
三
な
い
運

動
を
実
践
す
る
な
ど
、
暴
走
族
を
追
放
し
ま

し
ょ
う
。

 

　

昨
年
は
、グ
ル
ー
プ
・
人
員
と
も
に
微
増
し
、高

校
生
主
体
の
グ
ル
ー
プ
員
で
少
人
数
化
が
進
み
、

新
規
グ
ル
ー
プ
も
随
時
把
握
さ
れ
る
な
ど
、現
勢

は　

グ
ル
ー
プ
１
３
１
人
で
す
。（
下
表
参
照
）

１６
主
な
暴
走
形
態

●
爆
音
暴
走
型
暴
走
族

　

土
・
日
曜
日
を
中
心
に
、
深
夜
か
ら
翌
朝
に

か
け
、
幹
線
道
路
や
住
宅
街
な
ど
を
少
人
数
で

バ
イ
ク
な
ど
で
局
地
的
な
爆
音
暴
走
行
為
を
行

い
ま
す
。
暴
走
族
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
記
念
暴

走
」
な
ど
の
大
規
模
暴
走
は
減
少
傾
向
で
す
。

●
違
法
競
争
型
暴
走
族
（
ロ
ー
リ
ン
グ
族
）

　

土
・
日
曜
日
を
中
心
に
、
深
夜
か
ら
早
朝
に

か
け
て
、
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
連
続
す
る
山
間
部
の

道
路
を
、
高
速
コ
ー
ナ
ー
リ
ン
グ
行
為
を
繰
り

返
し
つ
つ
カ
ー
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

● 
旧  
車  
會 
、
旧
車
會
を
仮
装
し
た
暴
走
族

き
ゅ
う 
し
ゃ 
か
い

　

旧
車
會
と
は
古
い
プ
レ
ミ
ア
車
な
ど
の
愛
好

家
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
で
、
ツ
ー
リ
ン
グ
や
車
両

の
改
造
な
ど
を
自
慢
し
あ
う
だ
け
で
な
く
、
府

県
間
に
ま
た
が
っ
て
集
団
爆
音
走
行
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
集
団
を
仮
装
し
た
暴
走
族
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
爆
音
暴
走
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

特
徴
的
な
動
向

◆
グ
ル
ー
プ
の
小
規
模
化

◆
私
服
で
の
暴
走
が
主
流

◆
原
動
機
付
自
転
車
に
よ
る「
ぶ
ら
っ
ち
暴
走
」

（
ま
ち
な
か
を
ぶ
ら
ぶ
ら
暴
走
す
る
こ
と
）の
増
加

◆
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の 
隠  
蔽 

い
ん 
ぺ
い

◆
携
帯
電
話
を
使
用
（
そ
の
場
で
仲
間
と
連
絡

を
取
り
合
う
な
ど
）
し
て
の
暴
走
の
増
加

◆
犯
罪
集
団
の
色
合
い
が
増
加

※
特
に
暴
走
す
る
た
め
の
バ
イ
ク
の
窃
盗
を
は

じ
め
、
傷
害
事
件
、
遊
興
費
ほ
し
さ
に
高
齢
者

や
女
性
な
ど
を
ね
ら
っ
た
ひ
っ
た
く
り
な
ど
、

街
頭
で
人
目
を
は
ば
か
ら
ず
犯
行
に
い
た
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
少
年
も
多
く
犯
行
に
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

暴
走
族
追
放
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

本
市
で
は
、
警
察
署
な
ど
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
暴
走
族
な
ど
の
追
放
に
向
け
た
啓
発
活

動
や
暴
走
行
為
を
さ
せ
な
い
た
め
の
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
、学
校
、地
域
や
関
係
機
関
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る
「
暴
走
族
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
づ
く

り
会
議
」
で
は
、
暴
走
行
為
な
ど
の
危
険
性
、

迷
惑
性
に
つ
い
て
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
特
に

暴
走
族
の
現
況（
平
成　

年 
京
都
府
内
）

２３

み
ん
な
の
力
を
あ
わ
せ
て

暴
走
族
を
追
放
し
よ
う

確認車両人員
グループ数

計四輪二輪計不特定グ
ループ員

グルー
プ員　

 ６３台　５台 ５８台１１３人 １７人 ９６人１４グループ平成２２年

 ７９台　５台 ７４台１３１人 １７人１１４人１６グループ平成２３年

１６台増増減
なし１６台増１８人増増減

なし１８人増２グループ増増減

（京都府交通対策協議会「平成２４年暴走族等の追放に関する推進施策」より）

京都府内の暴走族の実態
車両２台以上の暴走車両５台以上のい集

参加車両参加
人数回数

参加車両参加
人数回数

四輪二輪四輪二輪

１２４台２２１１台４１７３人２１７回６９３台９４８台２６８４人１２７回平成１４年

１７６台 ９００台１６２８人１８３回 ５５台４０４台 ８２５人７４回平成１８年

　７台 ２８５台 ４５６人 ７２回 １９台１４５台 ２７０人２２回平成２２年

 ３４台 １６２台 ３０３人 ４１回　０台１１５台 １６３人１８回平成２３年

い集 (集結行為 )・暴走の年次別推移
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５
月
５
日
「
こ
い
の
ぼ
り
暴
走
」、
７
月
７
日
「
七
夕

暴
走
」、
８
月　

日
「
パ
ニ
ッ
ク
暴
走
」
な
ど
の
特
定

２９

暴
走
日
に
は
、
暴
走
が
予
想
さ
れ
る
場
所
で
の
警
戒

や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
、
全
市
的
な
暴
走
族
追
放
の
気
運
の 
醸  
成 
に
努

じ
ょ
う 
せ
い

め
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
談
窓
口

ま
で
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
週
末
に
な
る
と
、
携
帯
電
話
で
友
だ
ち
と 
頻  
繁 
に

ひ
ん 
ぱ
ん

連
絡
を
取
り
合
い
、
深
夜
に
無
断
外
泊
し
た
り
、
帰

宅
し
な
い
。

●
自
宅
近
く
で
改
造
さ
れ
た
単
車
や
乗
用
車
を
よ
く

見
か
け
る
。
ま
た
、
若
者
が
集
ま
っ
て
騒
い
で
い
る
。

●
車
の
不
正
改
造
や
派
手
な
装
飾
品
、
ス
テ
ッ
カ
ー

な
ど
を
つ
け
て
い
る
。

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
折
り
曲
げ
た
り
、
取
り
外

し
た
り
し
て
番
号
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

 
相
談
窓
口

福
知
山
警
察
署
交
通
課
・
生
活
安
全
課
少
年
係

（
℡　

‐
０
１
１
０
）

２２

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
北
部
セ
ン
タ
ー

（
福
知
山
警
察
署
内　

℡　

‐
０
１
１
０
）

２２

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

（
京
都
府
警
察
本
部　

℡
０
７
５
‐
５
５
１

‐
７
５
０
０
）

気
付
い
た
場
合
は

早
め
の
相
談
を

京都府警察の
シンボルマス
コット「ポリス
まろん」

　京都府では「京都府犯罪のない安心・安全なまちづくり条例」に基づき、毎年７月１０日を「府民
防犯の日」と定めています。私たちの周りでは、車上狙いや自転車の盗難など、さまざまな犯罪が
発生しています。犯罪の被害にあわないために、防犯対策として、次のことに心がけましょう。

　少しの心がけで、被害を未然に防ぐことができます。
　日頃から防犯意識を持ち、「自分だけは大丈夫」と過信せず、できるところから防犯
対策に取り組んでください。

■福知山市生活安全推進協議会　　　　　
（生活交通課内　℡２４-７０２０・ＦＡＸ２３-６５３７）
■福知山警察署生活安全課　　　　　　　

（℡２２-０１１０・ＦＡＸ２４-０１６５）

●自動車を駐車するときには、短時間でも

　鍵をかける。

　鍵をつけたままの状態で被害にあう

ケースが多くみられます。「ほんのちょっ

と」と油断せず、必ず鍵をかけましょう。

●車内にかばんなどを置かないようにす

る。

　かばんに入っている貴重品などをね

らってフロントガラスやドアを壊される

被害が多く発生しています。かばん以外に

も上着、小銭、ＣＤなども標的になります。

かばんや貴重品を車内に置いたままにし

ないようにしましょう。

ポイント

【車上狙いの被害にあわないために】

●自転車には必ず鍵をかける。

　鍵をかけていない状態で被害にあう

ケースが多発しており、福知山警察署管内

の被害のうち、約８割が無施錠です。短時

間の駐輪や自宅であっても安心はできま

せん。自転車には必ず鍵をかける習慣を身

につけましょう。

●防犯登録をする。

　自転車の防犯登録は「自転車の安全利用

の促進及び自転車等の駐車対策の総合的

推進に関する法律」で義務づけられていま

す。万一被害にあった場合でも、発見しや

すくなるので、必ず防犯登録をしましょう。

ポイント

【自転車の盗難被害にあわないために】

7月10日は「府民防犯の日」です7月10日は「府民防犯の日」です7月10日は「府民防犯の日」です
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入
場
の
際
、
美
化
協
力
金
２
０

０
円
（
小
学
生
未
満
は
無
料
）
を

お
願
い
し
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 

７
月　

日（
日
）

２９

午
前　

時
〜
午
後
３
時（
予
定
）

１０

※
雨
天
・
増
水
な
ど
の
場
合
は
中
止

・
新
橋
サ
ン
ダ
ル
公
園
下　

新
橋

河
原
特
設
会
場（
芦
渕
）

 
駐 
車 
場 　

三
和
支
所
西
側
に

特
設
駐
車
場
を
設
け
、
会
場
ま
で

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

鮎
つ
か
み
取
り
大
会（
２
回
開
催
）

 
開
始
時
間 　

①
午
前　

時　

分

１０

３０

〜
、
②
午
後
１
時
〜

 
対　
　

象 　

小
学
生
以
上

 
参 
加 
料 　

１
回
１
０
０
０
円

　

こ
の
ほ
か
、吉
本
の
お
笑
い
芸

人
タ
ナ
か
ら
イ
ケ
ダ（
京
都
府
の

住
み
ま
す
芸
人
）の
ト
ー
ク
ラ
イ

ブ
、ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、も

ち
つ
き
大
会
、

各
種
売
店
も

あ
り
ま
す
。

 
問
い
合
わ
せ 　

み
わ
鮎
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
三
和
支
所
地
域
振

興
係
内　

℡　

‐
３
０
０
３
・

５８

　
　

‐
３
０
１
３
）

ＦＡＸ
５８

　

夏
休
み
を
前
に
、
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
取

り
扱
い
を
含
む
市
民
救
命
士
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
、
あ
わ
て
ず
安
全
確
実
に
応

急
手
当
が
で
き
る
よ
う
、
親
子
で

と
も
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

７
月　

日
２１

（
土
）　

午
前
９
時
〜
正
午

・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
東
羽
合
）

 
内　
　

容 　

実
技
（
心
肺
蘇
生

法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）
を
中
心

に
３
時
間

 
持
参
す
る
も
の 　

筆
記
用
具

※
服
装
は
、
実
技
が
で
き
る
服
装

 
対　
　

象 　

子
ど
も
（
小
学
生

以
上
高
校
生
以
下
）
と
、
そ
の
保

護
者

 
定　
　

員 　
　

組
（
先
着
順
）

２０

 
申
込
方
法 　

７
月　

日（
金
）ま

２０

で
に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
消
防
署

警
防
課
救
急
係（
℡　

‐
４
１
１

２３

９
・　
　

‐
５
４
５
８
）ま
で　

ＦＡＸ
２２

　　
（
社
）福
知
山
医
師
会
と
市
教
育

委
員
会
で
は
、
小
児
気
管
ぜ
ん
そ

く
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
あ
る
児

童
と
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
を
対
象
に

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
初
日
の
保
護
者
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

７
月　

日（
土
）午
後
１
時
出
発
〜

２８

７
月　

日（
日
）午
後
５
時
帰
着
予

２９

定・
大
江
山
酒
呑
童
子
の
里（
佛
性
寺
）

 
集
合
・
解
散
場
所 　

市
役
所
前

（
内
記
三
丁
目
）

 
内　
　

容 　

テ
ン
ト
設
営
、
ぜ

ん
そ
く
体
操
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
魚
つ
か
み
、

ク
ラ
フ
ト
作
製
な
ど

 
参 
加 
料 　

３
０
０
０
円

 
申
込
・
問
い
合
わ
せ 　

福
知
山

医
師
会
（
℡　

‐
６
０
３
９
・

２３

　
　

‐
８
４
５
４
）

ＦＡＸ
２３

　

畑
の
肉
と
い
わ
れ
る
栄
養
た
っ

ぷ
り
の
大
豆
は
、豆
腐
や
き
な
こ

に 
華  
麗 
に
変
身
す
る
の
を
ご
存
知

か 

れ
い

で
す
か
？「
大
豆
を
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
何
が
で
き
る
の
か
」な
ど

を
体
験
を
通
し
て「
食
」に
つ
い
て

考
え
る
教
室
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
夏
休
み
の
自
由
研

究
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

７
月　

日
２６

（
木
）午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

４５

・
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
江
町
中
央
）
※
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江

駅
よ
り
徒
歩
約
３
分

 
対　
　

象 　

市
内
の
小
学
生
・

幼
児

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

 
定　
　

員 　
　

人
程
度

２０

 
参 
加 
料 　

無
料　

 
持
参
す
る
も
の 　

１
食
分
の
白

ご
飯
、
飲
料
水
、
エ
プ
ロ
ン
、
手

拭
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

 
申
込
方
法 　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
６
２
０
・　
　

‐
２
０
１

５６

ＦＡＸ
５６

８
）ま
で

　

竹
工
房
職
人
の
実
技
指
導
で
竹

夏
の
イ
ベ
ン
ト 
夏
の
イ
ベ
ン
ト 

市
民
救
命
士
養
成
講
座

「
親
子
で
学
ぼ
う
応
急
手
当
」

第　

回
み
わ
鮎
ま
つ
り

２４

子
ど
も
食
育
講
座
「
び
っ
く
り
！

ド
ッ
キ
リ　

大
豆
の
不
思
議
」

！！

第　

回
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ　

２７
〜
ぜ
ん
そ
く
な
ん
か
吹
き
飛
ば
せ
〜

至 綾部市 至 綾部市 

三和荘 

至 京丹波町 

駐車場から会場まで 
シャトルバスを随時運行 

福知山市役所 
三和支所 

福知山市役所 
三和支所 

至 

福
知
山
市
街 

府
道
市
島
和
知
線

府
道
市
島
和
知
線 

府
道
市
島
和
知
線 

至 丹波市 

会場 

 

芦渕交差点 芦渕交差点 
国道9号 

駐
車
場

駐
車
場
 

駐
車
場
 

昨年の鮎つかみ取り大会の様子

２
０
１
２
森
林
自
然
学
校

親
子
竹
細
工
教
室

タナからイケダ
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細
工
体
験（ 
虫  
籠 
づ
く
り
）の
ほ
か
、

む
し 
か
ご

会
場
周
辺
で
虫
取
り
な
ど
を
楽
し

み
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

７
月　

日（
日
）

２９

午
前　

時
〜
午
後
３
時（
午
前
９

１０

時　

分
集
合
、小
雨
決
行
）

４５
・
緑
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー（
今
西
）

 
定　
　

員 　
　

組（
先
着
順
）

４０

 
参 
加 
料 
（
昼
食
代
含
む
）

小
学
生
以
上　
　
　

１
２
０
０
円

小
学
生
未
満　
　
　
　

５
０
０
円

※
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
、長
そ
で
、長

ズ
ボ
ン
、手
袋
、ご
み
袋
、虫
取
り

網（
貸
出
は
１
０
０
円
）、あ
れ
ば

竹
細
工
に
必
要
な
工
具（
な
た
、の

こ
ぎ
り
な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

 
申
込
方
法 　

７
月　

日（
土
）ま

２８

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で 
宝 

た
か
ら

 
山 
友
の
会（
℡
兼　
　

‐
１
１
５

や
ま

ＦＡＸ
３７

９
仲
田
）ま
で

※
電
話
受
付
は
土
・
日
曜
日
の
み
。

　

食
虫
植
物
の
虫
を
捕
ら
え
る
仕

組
み
や
育
て
方
に
つ
い
て
学
習
し

ま
す
。

　

ま
た
、ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
な
ど
の

捕
虫
袋
を
切
り
開
き
、ど
の
よ
う

な
虫
が
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
観

察
し
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

７
月　

日
２２

（
日
）

①　

午
前　

時
〜

１０

②　

午
後
１
時　

分
〜

３０

い
ず
れ
も
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
・
猪
崎
）

 
対　
　

象 　

小
学
４
年
生
以
上

の
親
子

 
参 
加 
料　

教
材
費
４
０
０
円

と
入
園
料（
大
人　

３
１
０
円　

４
歳
〜
中
学
生　

１
５
０
円
）

 
定　
　

員 　

各　

組（
先
着
順
）

１０

 
申
込
方
法 　

７
月
９
日（
月
）か

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
都
市

緑
化
植
物
園（
℡　

‐
６
６
１

２２

７
・　
　

‐
６
６
２
９
）ま
で

ＦＡＸ
２２

　

世
界
の
昆
虫
標
本
約
５
０
０
０

点
を
展
示
し
、夏
休
み
の
昆
虫
標

本
の
作
り
方
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

７
月　

日
１４

（
土
）〜
９
月
９
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時

　

分
ま
で
、水
曜
日
休
館
）

３０・
児
童
科
学
館

（
三
段
池
公
園
内
・
猪
崎
）

 
入 
館 
料 　

大
人　

３
１
０
円

　
　

４
歳
〜
中
学
生　

１
５
０
円

 
問
い
合
わ
せ 　

児
童
科
学
館

（
℡　

‐
６
２
９
２
・　
　

‐
６
３
４

２３

ＦＡＸ
２３

０
）

　

市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、

自
然
科
学
協
力
員
に
よ
る
科
学
講

座
を
開
催
し
ま
す
。同
日
７
時　
３０

分
か
ら
開
催
の「
夏
の
星
空
観
察

会
」に
先
立
ち
、そ
の
日
の
星
空
の

解
説
や
今
年
の
い
ろ
い
ろ
な
天
体

シ
ョ
ー
を
、映
像
な
ど
で
学
び
ま

す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

７
月　

日（
日
）

２２

午
後
５
時　

分
〜

１５

・
児
童
科
学
館（
三
段
池
公
園
内
・

猪
崎
）

テ
ー
マ「
今
年
の
い
ろ
い
ろ
な
天

体
シ
ョ
ー　

金
環
日
食
、金
星
太

陽
面
通
過
な
ど
」

 
講　
　

師 　

自
然
科
学
協
力
員

 
小  
谷  
昭 （
児
童
科
学
館
館
長
）　

こ 

た
に 
あ
き
ら

 
対　
　

象 　

市
内
の
小
中
学
生

 
参 
加 
料 　

無
料
※
た
だ
し
、

開
館
時
間
内
の
入
館
は
入
館
料
が

必
要
で
す
。

 
申
込
方
法 　

７
月　

日（
土
）ま

２１

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
児

童
科
学
館（
℡　

‐
６
２
９
２
・

２３

　
　

‐
６
３
４
０
）ま
で

ＦＡＸ
２３

　

夏
の
星
座
の
ほ
か
、天
体
望
遠

鏡
で
星
雲
や
星
団
、細
く
な
っ
た

三
日
月
、土
星
な
ど
を
観
察
し
ま

す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

７
月　

日（
日
）

２２

午
後
７
時　

分
〜（
雨
天
中
止
）

３０

・
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
前
広

場（
猪
崎
）

 
参 
加 
料 　

無
料
、申
込
不
要

※
星
座
早
見
盤
や
双
眼
鏡
な
ど
が

あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 
問
い
合
わ
せ 　

児
童
科
学
館（
℡

　

‐
６
２
９
２
・　
　
‐
６
３
４
０
）

２３

ＦＡＸ
２３

　

イ
ン
ド
藍
液
を
使
っ
て
、自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ハ

ン
カ
チ
、手
拭
い
を
染
め
て
み
ま

し
ょ
う
。親
子
で
も
楽
し
め
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ

①
８
月
６
日（
月
）

②
８
月　

日（
土
）

１８

③
８
月　

日（
水
）

２２

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

・
丹
波
生
活
衣
館（
内
記
一
丁
目
）

 
講　
　

師 　
 
塩  
見  
八  
重  
子 
さ
ん

し
お 

み 

や 

え 

こ

（
丹
波
生
活
衣
振
興
会
）

 
対　
　

象 　

小
学
５
年
生
以
上

は
一
人
で
も
参
加
可
能
。そ
れ
未

満
は
保
護
者
同
伴
。大
人
の
み
参

加
も
可
能
。

 
定　
　

員 　

各
日　

人（
先
着

２０

順
）

 
参 
加 
料 　

無
料
。た
だ
し
、材

料
代（
ハ
ン
カ
チ
３
０
０
円
、手
拭

い
１
０
０
円
）が
必
要（
任
意
）。

 
申
込
方
法 　

７
月　

日（
金
）か

２０

ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
丹

波
生
活
衣
館（
℡
兼　
　

‐
６
０
７

ＦＡＸ
２３

０
）ま
で

植
物
園「
親
子
で
楽
し
む

食
虫
植
物
」講
習
会

児
童
科
学
館「
世
界
の
昆
虫
展
」

児
童
科
学
館「
子
ど
も
科
学
講
座
」

児
童
科
学
館「
夏
の
星
空
観
察
会
」

丹
波
生
活
衣
館

「
夏
休
み
藍
染
め
講
習
会
」

丹
後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
の
大
江
山
で
、
ご
み
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

７
月　

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午
（
予
定
）　

と
こ
ろ　

大
江
山
（
千
丈
ヶ
嶽
）
山
頂
付
近

２８

問
い
合
わ
せ　

福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り
協
議
会
（
農
林
管
理
課
内　

℡　

‐
７
０
４
１
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

FAX
２３

国
定
公
園
ク
リ
ー
ン
デ
ー
参
加
者
募
集　
！！

第５回
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最
近
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、
着

実
に
持
ち
直
し
て
は
き
て
い
る
も

の
の
、
４
月
の
完
全
失
業
率
（
全

国
）
は
４
・
６
％
と
高
水
準
に
あ

り
、
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
府
の
４
月
の
有
効

求
人
倍
率
は
０
・　

倍
（
前
年
同

７９

月
比
０
・　

ポ
イ
ン
ト
増
加
）、
福

１６

知
山
・
綾
部
地
域
の
有
効
求
人
倍

率
は
０
・　

倍
（
前
年
同
月
比
０
・

８２

　

ポ
イ
ン
ト
増
加
）
と
な
る
な
か
、

１３６
月　

日（
水
）か
ら
平
成　

年
３

２０

２５

月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を

対
象
と
し
た
求
人
受
付
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

高
卒
求
人
は
、
昨
年
の
京
都
全

体
に
お
け
る
求
人
倍
率
は
１
・　
７５

倍
と
全
国
で
５
番
目
に
高
い
数
値

で
す
が
、
福
知
山
・
綾
部
地
域
の

求
人
倍
率
は
０
・　

倍
と
１
倍
を

７５

大
き
く
下
回
る
状
況
で
す
。

　

一
方
で
、
当
該
地
域
の
来
春
高

等
学
校
卒
業
予
定
者
に
係
る
進
路

希
望
状
況
で
は
、
昨
年
を
上
回
る

生
徒
が
就
職
を
希
望
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元
就
職
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
９
月

　

日
の
選
考
開
始
時
点
で
、
地
元

１６で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
求
人
へ
の
応
募
機

会
が
得
ら
れ
な
い
生
徒
が
多
く
発

生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
特
に
地
元
求

人
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

重
点
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今

後
の
事
業
計
画
と
そ
の
た
め
の
人

員
配
置
を
考
慮
の
う
え
、
積
極
的

な
採
用
計
画
を
ご
検
討
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
求
人
（
中
途
採
用
）

と
新
規
学
卒
求
人
（
中
・
高
・
大

卒
な
ど
）
の
募
集
見
込
み
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
問
い
合
わ
せ 　

福
知
山
公
共
職

業
安
定
所
専
門
相
談
部
門
（
℡　
２３

‐
８
６
０
９
）

福
知
山
公
共
職
業
安
定
所
綾
部
出

張
所
（
℡　

‐
８
６
０
９
）

４２

　

京
都
府
で
は
、
介
護
・
福
祉
事

業
所
で
働
き
な
が
ら
資
格
取
得
な

ど
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、介
護
・

福
祉
事
業
所
へ
の
就
職
を
め
ざ
す

人
を
募
集
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 
定　
　

員 　
　

人
８０

 
募
集
期
間 　

９
月
上
旬
ま
で

（
た
だ
し
、定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
。）

 
内　
　

容 　

介
護
・
福
祉
事
業

所
で
５
カ
月
間
派
遣
職
員
と
し
て

働
き
な
が
ら
介
護
資
格（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
）の
取
得
が
で
き

ま
す
。直
接
雇
用
を
前
提
と
し
た

「
紹
介
予
定
派
遣
」で
す
の
で
、働

き
手
と
事
業
所
の
双
方
が
合
意
す

れ
ば
、派
遣
期
間
終
了
後
に
職
員

と
し
て
直
接
雇
用
さ
れ
ま
す
。

【
登
録
説
明
会
】

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

７
月　

日（
月
）

２３

午
後
１
時　

分
〜

３０

福
知
山
商
工
会
議
所
３
０
６
号
室

（
東
中
ノ
町
）

 
問
い
合
わ
せ 　

マ
ン
パ
ワ
ー
グ

ル
ー
プ（
株
）京
都
支
店（
℡
０
７
５

‐
２
４
１
‐
２
０
３
０　

※
京
都

府
が
本
事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ 

事
業
主

事
業
主
の
み
な
さ
ん

な
さ
ん
へ
求
人
提
出

求
人
提
出
の
お
願
い 
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
求
人
提
出
の
お
願
い 
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
求
人
提
出
の
お
願
い 

平成２３年度定期監査結果（要旨）のお知らせ

　市の事務事業が、法令や条例などを 遵  守 し、計画的かつ効率的に進められているかを基本に、
じゅん しゅ

定期監査を実施しました。平成２３年度は、特に「 随  意 契約により執行しているもの」「補助金
ずい い

などを交付しているもの」「市の財産の管理に関するもの」「市の債権の管理」などが適切に行

われているか、さらに前年度の指摘事項が改善されているかなどの観点から実施しました。

　その結果、おおむね適正に執行されているものと認めましたが、次のような事項については、

適正化に努めるよう措置を求めました。

○随意契約による業務では、法令、条例の適用条項を誤っているもの、契約理由が合理的でな

いものがありました。

○補助金を交付しているものでは、実績の確認が不十分なものがありました。

○市の財産である土地・建物の管理では、使用料金の算定が条例に基づかないものがありまし

た。

○その他の債権（私債権）について、規定どおりの管理がなされていないものがありました。

　このほかの事項についても、法令を遵守した適正・的確な事務事業を執行し、市民の 負  託 に
ふ たく

応えるよう求めました。監査結果報告書は、市役所１階情報公開コーナーおよび市ホームペー

ジでも閲覧できます。

■監査委員事務局（℡２４-７０７４・ＦＡＸ２３-６５３７）

無
資
格
・
未
経
験
か
ら

介
護
・
福
祉
職
を
目
指
す
人
募
集
！

求
職
者
向
け
登
録
説
明
会
開
催

〜
京
都
府
介
護
・
福
祉
人
材
づ
く
り
派
遣
事
業
〜
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お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

　７月２日（月）から、市役所・各支所の窓口で、各種税・料の口座振替手続きが、金融機関のキャッシュ
カードを利用してできるようになりました。
　

【利用可能な金融機関】
　ゆうちょ銀行、京都銀行、近畿労働金庫、関西アーバン銀行、京都北都信用金庫、中兵庫信用金庫
※中兵庫信用金庫では、現在、保育所保育料の取り扱いをしておりません。利用可能になりしだいお知
らせします。なお、届出用紙による申し込みは可能です。

※京都農業協同組合、京都丹の国農業協同組合、但馬銀行はご利用いただけません。引き続き金融機関
窓口での届出用紙によるお届けをお願いします。

【手続きに必要なもの】　上記の金融機関のキャッシュカード（手続きには暗証番号が必要です。）
【次の点が便利になりました】
◎後期高齢者医療保険料・国民健康保険料の年金からの特別徴収を普通徴収へ変更する場合、金融機関
へ口座振替の手続きに行かなくて済むようになりました。

◎手続きから実際に口座振替を利用するまでの期間が短縮されました。
　（手続きは１０日程度になりますが、祝日などの状況により異なる場合があります。手続きの際にお問
い合わせください。）
なお、これまでどおり届出用紙による金融機関窓口での申し込みも可能です。
また、口座振替を取りやめる場合は、従前の届出用紙による金融機関窓口での取り扱いとなります。
問い合わせ　保険課国保料係（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）

市市市市市市市市市市役役役役役役役役役役所所所所所所所所所所・・・・・・・・・・各各各各各各各各各各支支支支支支支支支支所所所所所所所所所所のののののののののの窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口でででででででででで市役所・各支所の窓口で
キキキキキキキキキキャャャャャャャャャャッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシュュュュュュュュュュカカカカカカカカカカーーーーーーーーーードドドドドドドドドドでででででででででで税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・料料料料料料料料料料ななななななななななどどどどどどどどどどのののののののののの口口口口口口口口口口座座座座座座座座座座振振振振振振振振振振替替替替替替替替替替手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続ききききききききききががががががががががででででででででででききききききききききまままままままままますすすすすすすすすすキャッシュカードで税・料などの口座振替手続きができます

FAXTEL窓　　　口利用可能な税・料

２３-６５３７

２４-７０２４税 務 課 管 理 証 明 係
市府民税（普通徴収）
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税

２４-７０１９保 険 課 国 保 料 係国 民 健 康 保 険 料
２４-７０１８高齢者福祉課高齢者医療係後期高齢者医療保険料
２４-７０１３　　 〃 　　介護保険係介護保険料（普通徴収）
２４-７０８３子育て支援課保育園係保 育 所 保 育 料
２４-７０５３建 築 課 住 宅 管 理 係市 営 住 宅 使 用 料

１１／２３（金・祝） エリック・ワイナイナさん 

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
 

ランナー募集！ 

 
参
加
資
格

▼
登
録
の
部
／
平
成　

年
度
日
本
陸
上
競
技
連
盟
登
録
者（
中
・
高
校

２４

生
は
除
く
）

▼
一
般
の
部
／　

歳
以
上
の
男
女
（
高
校
生
を
除
く
）　

１８

▼
視
覚
障
害
者
一
般
の
部
・
I
P
C
登
録
の
部
／　

歳
以
上
の
男
女

１８

（
高
校
生
を
除
く
）　

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
区
分
は
、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
規
則
に
準

　

じ
る
。

▼
フ
ァ
ン
ラ
ン

　

２
㌔　
　
　

小
学
１
・
２
年
生　
　

３
㌔　
　
  
小
学
３
年
生
以
上

　

３
㌔（
ペ
ア
）小
学
生
以
上
の
ペ
ア　

９
・
３
㌔
高
校
生
以
上

 
募
集
定
員
（
先
着
順
）　

▼
マ
ラ
ソ
ン
／
１
万
人

▼
フ
ァ
ン
ラ
ン

　

２
㌔
・
３
㌔
／
個
人
５
０
０
人
、
ペ
ア
１
０
０
組

　

９
・
３
㌔
／
１
０
０
０
人

 
参 
加 
料

▼
マ
ラ
ソ
ン
／
６
０
０
０
円

　

チ
ー
ム
エ
ン
ト
リ
ー
／
５
万
５
０
０
０
円
（　

人
単
位
で
申
し
込

１０

　

ん
で
く
だ
さ
い
）

▼
フ
ァ
ン
ラ
ン

　

２
・
３
㌔
／
個
人
１
５
０
０
円
、
ペ
ア
２
０
０
０
円

９
・
３
㌔
／
２
５
０
０
円

 
申
込
方
法
（
次
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
でh

ttp
://ru

n
n
et.jp

ま
で
。

②
専
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
局
で
申
し
込
み
。

③
指
定
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
で
申
し
込
み
。

 
申
込
期
間

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
９
月　

日（
土
）ま
で

１５

▼
郵
便
振
替
／
８
月　

日（
金
）ま
で
、
消
印
有
効

３１

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
、
マ
ラ
ソ
ン
完
走
者
に
は
完
走
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
贈

　

り
ま
す
。

※
マ
ラ
ソ
ン
出
場
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
マ

ラ
ソ
ン
に
ご
招
待
し
ま
す
。

 
申
込
用
紙
配
布
場
所 　

市
役
所
・
各
支
所
・
市
民
体
育
館
・
三
段
池
公

園
総
合
体
育
館
・
武
道
館
・
長
田
野
公
園
体
育
館
・
温
水
プ
ー
ル
・
各
地

域
公
民
館　

な
ど

■
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局（
℡　

‐
３
０
３
１
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２３

６
５
３
７
）　e

‐m
ail:in

fo@
f

‐m
arath

on
.g
r.jp

　現在、三段池公園大はらっぱ広場にて、マラソン完走を
目指してマラソントライ教室を開催中です。みなさんもぜ
ひ参加してマラソン完走をめざしましょう！！
●マラソントライ教室開催日
　とき／毎週金曜日　午後６時３０分～
　ところ／三段池公園大はらっぱ広場（猪崎）

マラソンにトライ

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
平
成　

年
７
月　

日
で
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
問
い
合
わ
せ
は
、

２３

２４

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
1
０
1
）
・
デ
ジ
サ
ポ
近
畿
（
℡
０
６
‐
７
６
３
７
‐
１
０
１
０
）
ま
で

地
デ
ジ
相
談
の
ご
案
内
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①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
（
以
下
「
保
険
証
」
）
と

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
（
以
下
「
限
度
額
認
定

証
」
）
が
平
成
年　

年
８
月
１
日

２４

を
も
っ
て
更
新
に
な
り
ま
す
。

【
保
険
証
に
つ
い
て
】新
し
い
保
険

証
は
、
７
月
末
ま
で
に
被
保
険
者

の
人
に
送
付
し
ま
す
。

【
限
度
額
認
定
証
に
つ
い
て
】

　

今
現
在
、
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
人
で
、
８
月
以
降
も
お
持

ち
い
た
だ
け
る
人
に
送
付
し
ま
す
。

現
在
お
手
持
ち
の
保
険
証
、
限
度

額
認
定
証
は
、
平
成　

年
８
月
１

２４

日
以
後
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自

身
で
処
分
し
て
い
た
だ
く
か
、
高

齢
者
福
祉
課
へ
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。
新
し
い
保
険
証
、
限
度
額
認

定
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成　

年
２５

７
月　

日
で
す
。
ま
た
、
後
期
高

３１

齢
者
医
療
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が

あ
る
人
は
、
有
効
期
限
の
短
い
保

険
証
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
平
成　

年
度
後
期
高
齢
者
医
療

２４

制
度
保
険
料
の
決
定
通
知
を
送
付

し
ま
す

　

平
成　

年
度
の
後
期
高
齢
者
医

２４

療
保
険
料
の
決
定
に
あ
わ
せ
、
７

月
上
旬
に
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

に
決
定
額
を
通
知
し
ま
す
。
通
知

書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

③
保
険
料
の
口
座
振
替
で
の
お
支

払
い
に
つ
い
て

　

現
在
、
年
金
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
お
支
払
い
（
特
別

徴
収
）
の
人
で
、
年
金
か
ら
の
支

払
い
で
は
な
く
、
口
座
振
替
で
の

お
支
払
い
に
変
更
を
ご
希
望
さ
れ

る
人
は
、
金
融
機
関
で
口
座
振
替

の
手
続
き
を
さ
れ
た
の
ち
、
高
齢

者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
で
、
保

険
料
納
付
方
法
選
択
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
口
座
振
替
納
入
届
出
書
の
本
人

　

様
控
え

②
認
印

③
被
保
険
者
証

※
平
成　

年
７
月　

日
ま
で
に
手

２４

３１

続
き
を
さ
れ
た
場
合
は
、　

月
分

１０

か
ら
年
金
で
の
お
支
払
い
を
中
止

し
、
９
月
か
ら
口
座
振
替
で
の
お

支
払
い
と
な
り
ま
す
（
支
払
総
額

は
変
わ
り
ま
せ
ん
）
。

※
８
月
以
降
に
手
続
き
を
さ
れ
た

場
合
は
、　

月
分
以
降
の
年
金
で

１２

の
お
支
払
い
を
中
止
し
、
口
座
振

替
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
、
市
役
所
、
各
支
所
窓
口

で
口
座
振
替
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

（　

㌻
参
照
）

１１
※
な
お
、
以
前
に
こ
の
手
続
き
を

さ
れ
た
人
は
、
再
度
手
続
き
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
・　
　

‐
６
５
３

２４

ＦＡＸ
２３

７
）

■
三
和
支
所
窓
口
相
談
係（
℡　

‐
５８

３
０
０
２
・　
　

‐
３
０
１
３
）

ＦＡＸ
５８

■
大
江
支
所
窓
口
相
談
係（
℡　

‐
５６

１
１
０
３
・　
　

‐
２
０
１
８
）

ＦＡＸ
５６

■
夜
久
野
支
所
窓
口
相
談
係（
℡

　

‐
１
１
０
６
・　
　

‐
５
０
０
２
） 

３７

ＦＡＸ
３７

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、申
請
に
よ
り
医
療
費
の
自
己

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
現
在
、福
祉
医
療
費
受
給
者
証

を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
申
請
不

要
で
す
。

 
母　

母
子
家
庭
児
童
と
そ
の
母

 
対　
　

象

▼
母
子
家
庭
の
母
と
児
童（
満　
１８

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月　

日
ま
で
の
人
）

３１
▼
児
童
の
両
親
の
死
亡
、育
児
放

棄
な
ど
で
親
に
代
わ
る
養
育
者

（
祖
父
母
、兄
姉
、お
じ
・
お
ば
）な

ど
が
扶
養
す
る
児
童

▼
児
童
の
両
親
の
死
亡
、育
児
放

棄
な
ど
で
親
に
代
わ
る
養
育
者
で
、

離
婚
や
死
別
な
ど
で
配
偶
者
の
な

い
女
性

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、健
康
保
険
証
、申
請
前
に

指
定
す
る
母
子
家
庭
・
養
育
者
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

軽
減
・
免
除 

軽
減
・
免
除 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ

医
療
費
の
自
己
負
担
の
軽
減

国保ひと口メモ
���

�

　国保（国民健康保険）に加入したり、国保をやめたりするときには１４日以内に届出が必要です。国保は、職場の健
康保険や後期高齢者医療制度などに加入している人や、生活保護を受けている人を除くすべての人が加入します。

国保に加入するとき・国保をやめるときはいつ？

国保に加入するとき（国保の資格を得る日）
・他の市区町村から転入してきたとき（転入してきた日）
・職場の健康保険をやめたとき（退職日の翌日）
・子どもが生まれたとき（生まれた日）
・生活保護を受けなくなったとき（受けなくなった日）

国保をやめるとき（国保の資格を失う日）
・他の市区町村に転出したとき（転出した日）
・職場の健康保険などへ加入したとき（加入日の翌日）
・死亡したとき（死亡した日の翌日）
・生活保護を受け始めたとき（受け始めた日）

保険課国保料係 （℡ ２４‐７０１９・FAX ２３‐６５３７）
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さ
い
）

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
１
・　
　

‐
９
０
７

２４

ＦＡＸ
２２

３
）

 
老　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人

６５

７０

 
対　
　

象

▼
一
人
暮
ら
し
の
人

▼
自
宅
で
半
年
以
上
寝
た
き
り
の

人▼
世
帯
全
員
が　

歳
以
上
の
人

６０

（　

歳
未
満
の
世
帯
員
が
お
ら
れ

６０て
も
、そ
の
人
が　

歳
未
満
ま
た

１８

は
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級
、

療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
、精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
〜
３
級
を
お
持

ち
な
ら
可
）

▼
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
人（
扶

養
控
除
な
ど
の
見
直
し
前
の
旧
税

額
を
適
用
し
ま
す
。）

 
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

印
鑑
、健
康
保
険
証

※　

歳
を
迎
え
る
誕
生
月
初
日
か

６５
ら
申
請
で
き
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
・　
　

‐
６
５
３

２４

ＦＡＸ
２３

７
）

 
障　

身
体
障
害
者（
児
）・
知
的
障

害
者（
児
）・
精
神
障
害
者　

 
対　
　

象 　
　

歳
未
満
の
人

７５

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級

の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
〜
３
級
の
人

 
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、健
康
保
険
証
、身
体
障
害

者
手
帳
、療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

※　

歳
以
上　

歳
未
満
で
身
体
障

６５

７５

害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
、４
級
の

一
部
、療
育
手
帳
Ａ
、精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
、２
級
の
人

は
、健
康
保
険
の
選
択
に
よ
り
、福

祉
医
療（
障
害
）ま
た
は
重
度
心
身

障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
の
ど
ち

ら
か
の
該
当
と
な
り
ま
す
。

※
世
帯
の
所
得
お
よ
び
本
人
の
市

町
村
民
税
課
税
状
況
に
よ
る
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（
℡

　

‐
７
０
１
７
・　
　

‐
９
０
７
３
）

２４

ＦＡＸ
２２

 
障　

重
度
心
身
障
害
老
人
健
康

管
理
事
業

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
、申
請
に
よ
り
医
療
費
の
一
部

負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
日
の
翌
月
か
ら
適
用
し
ま

す
。

※
世
帯
の
所
得
お
よ
び
本
人
の
市

町
村
民
税
課
税
状
況
に
よ
る
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

 
対　
　

象 

【　

歳
以
上
の
人
】

７５▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級

の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
〜
３
級
の
人

【　

歳
以
上　

歳
未
満
で
後
期
高

６５

７５

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る

人
】

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
、

４
級
の
一
部
の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
・
２
級
の
人

 
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証（　

歳
以
上
の
人
）、身
体

７５

障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
・　
　

‐
６
５
３

２４

ＦＡＸ
２３

７
）

　

収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、次
の

各
制
度
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、保

険
料
の
納
付
を
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
免
除
制
度「
全
額
免
除
」「
一
部

納
付（
一
部
免
除
）」

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

申
請
期
間　

平
成　

年
７
月
〜
平

２４

成　

年
６
月

２５
▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　
　

歳
３０

未
満
の
人
で
、本
人
、配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

申
請
期
間　

平
成　

年
７
月
〜
平

２４

成　

年
６
月

２５
▼
学
生
納
付
特
例
制
度　

本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

申
請
期
間　

平
成　

年
４
月
〜
平

２４

成　

年
３
月

２５
※
申
請
の
と
き
に
学
生
証（
コ

ピ
ー
可
）も
し
く
は
在
学
証
明
書

（
コ
ピ
ー
不
可
）を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

 
申
請
・
問
い
合
わ
せ 　

市
民
課

国
民
年
金
係（
℡　

‐
７
０
５
７
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

障害基礎年金受給者の
みなさまへ

　「国民年金受給権者所得状況

届（はがき）」は提出されました

か？　まだの場合は７月中に提

出をお願いします。

提　出　先

　住民登録地の市町村の国民年

金係窓口

問い合わせ

　市民課国民年金係

　（℡２４‐７０５７・ＦＡＸ２３‐６５３７）

食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
●
常
に
手
や
調
理
器
具
な
ど
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。
●
食
品
は
常
温
で
放
置
せ
ず
、
冷

蔵
庫
で
も
長
期
保
存
は
避
け
、
早
め
に
使
い
き
り
ま
し
ょ
う
。
●
十
分
に
熱
を
加
え
、
沸
騰
で
き
る
も
の
は
沸
騰
さ
せ
、
原
因
菌

を
死
滅
さ
せ
ま
し
ょ
う
。　

■
健
康
推
進
室
（
℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

２３

FAX
２３

【
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
】　

原
因
菌
を

つ
け
な
い　

ふ
や
さ
な
い　
 
死  
滅 
さ
せ
る

し 

め
つ

注意！
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障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
る
、
一
番
身
近
な
相
談
員

の
み
な
さ
ん
で
す
。

○
福
知
山
市
身
体
障
害
者
相
談
員

　

氏　

名

・ 
植  
田 　
 
孝  
太  
郎 

う
え 

だ 

こ
う 

た 

ろ
う

・ 
下  
家 　
 
妙  
子 

し
も 

や 

た
え 

こ

・ 
藤  
田 　
 
幸  
代 

ふ
じ 

た 

さ
ち 

よ

・ 
衣  
川 　
 
高  
明 

き
ぬ 
が
わ 

た
か 
あ
き

・ 
柴  
山 　
 
啓  
一 

し
ば 
や
ま 

け
い 
い
ち

・ 
田  
中 　
 
晴  
幸 

た 

な
か 

は
る 
ゆ
き

・ 
荒  
木 　
 
貞  
子 

あ
ら 

き 

さ
だ 

こ

・ 
藤  
本 　
 
真  
弓 

ふ
じ 
も
と 

ま 

ゆ
み

・ 
森 　
　
 
靖  
弘 

も
り 

や
す 
ひ
ろ

・ 
荒  
木 　
 
良  
子 

あ
ら 

き 

よ
し 

こ

・ 
作  
田 　
 
憲  
昭 

さ
く 

た 

の
り 
あ
き

　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
の
午

後
１
時
か
ら
午
後
３
時
の
間
、総

合
福
祉
会
館
に
お
い
て
、身
体
障

害
者
相
談
員
に
よ
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。広
報
ふ
く
ち
や
ま
の

毎
月　

日
号
最
終
㌻
に
掲
載
し
て

１５

い
ま
す
。

○
福
知
山
市
知
的
障
害
者
相
談
員

　

氏　

名

・ 
稲  
継 　
 
清  
代 

い
な 
つ
ぐ 

す
み 

よ

・ 
藤  
林 　
 
千  
枝  
子 

ふ
じ 
ば
や
し 

ち 

え 

こ

・ 
金  
田 　
 
眞  
子 

か
ね 

だ 

ま
さ 

こ

・ 
児  
島 　
 
智  
子 

こ 

じ
ま 

と
も 

こ

・ 
田  
中 　
 
美  
千  
子 

た 

な
か 

み 

ち 

こ

・ 
阪  
本 　
 
京  
子 

さ
か 
も
と 

き
ょ
う 
こ

　

相
談
員
の
連
絡
先
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
こ
の
ほ
か
、
相
談
支
援
事
業
所

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「 
青  
空 
」（
℡　

‐
４
４
３
９
・　
　

あ
お 
ぞ
ら

２４

ＦＡＸ
２４

‐
４
４
５
９
）

・
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ふ

き
の
と
う
」（
℡　

‐
１
４
１
７
・

２４

　
　

‐
０
７
５
２
）

ＦＡＸ
２４

・
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
と

も
」（
℡　

‐
１
２
４
５
・　
　

‐

２３

ＦＡＸ
２２

９
１
５
０
）

・
障
が
い
児
・
者　

地
域
・
家
庭
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー「
て
く
て
く
」

（
℡　

‐
３
３
３
６
・　
　

‐
２
０

５８

ＦＡＸ
５８

７
５
）

・
福
知
山
市
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー（
℡　

‐
４
４
３
９
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２４

４
４
５
９
）

 
問
い
合
わ
せ 　

社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係（
℡　

‐
７
０
１
７
・

２４

　
　

‐
９
０
７
３
） 

ＦＡＸ
２２

　

本
市
で
は
、自
主
防
火
・
防
災
組

織
の
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に

地
域
防
災
の 
要 
と
な
る
リ
ー
ダ
ー

か
な
め

を
育
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ

▼
初
級
講
座　

７
月　

日（
日
）

２２

①
午
前
９
時
〜
正
午

②
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

※
①
②
の
ど
ち
ら
か
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
中
級
講
座　

７
月　

日（
日
）

２９

午
前
９
時
〜
正
午

・
い
ず
れ
も
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

（
東
羽
合
）

 
対　
　

象 　

消
防
団
に
在
籍
さ

れ
て
い
な
い
人
で
、次
に
該
当
す

る
人
。

▼
初
級
講
座　

自
治
会
長
の
推
薦

が
あ
り
、地
域
防
災
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
人
。

▼
中
級
講
座　

自
主
防
災
組
織
が

結
成
さ
れ
て
い
る
自
治
会
の
う
ち
、

初
級
講
座
の
修
了
者
で
自
治
会
長

の
推
薦
を
受
け
た
人
。

 
内　
　

容

▼
初
級
講
座（
３
時
間
）

【
座
学
】自
主
防
災
組
織
・
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
や
役
割
に
つ

い
て
の
学
習
。

【
実
技
】災
害
時
の
活
動
要
領（
救

出
救
護
、胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ
・
消

火
器
取
扱
煙
中
体
験
）

▼
中
級
講
座（
３
時
間
）

【
座
学
】発
災
対
応
訓
練
事
前
研
修

（
災
害
危
険
の
把
握
・
図
上
訓
練
）

【
実
技
】火
災
対
応
訓
練（
消
火
栓

取
扱
）、大
規
模
災
害
対
応
訓
練

（
初
動
訓
練
）

※
な
お
、受
講
者
に
は
、修
了
証
の

交
付
を
行
い
ま
す
。

 
申
込
方
法 

自
治
会
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

 
問
い
合
わ
せ 　

福
知
山
消
防
署

予
防
課（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

２３

ＦＡＸ
２２

‐
５
４
５
８
）

　

す
べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
警
報
器
に
ホ

コ
リ
な
ど
が
付
く
と
火
災
を
感
知

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
半
年
に
１

回
は
掃
除
機
な
ど
で
ホ
コ
リ
を
取

り
、
定
期
的
に
作
動
点
検
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
、
取
り

付
け
に
お
困
り
の
時
は
、「
取
り
付

け
お
助
け
隊
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
※

火
災
警
報
機
な
ど
の 
斡  
旋 
･
販
売

あ
っ 
せ
ん

は
し
て
い
ま
せ
ん
）

 
問
い
合
わ
せ

消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係（
℡

　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
）

２３

ＦＡＸ
２２

ご
自
宅

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

の
設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

　
　
　
　
点
検
は
？

ご
自
宅

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

　
　
　
　
点
検
は
？

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
防
災
研
修
室
は
午
後
９
時
ま
で
利
用
可
能
）　

火
曜
日
休
館（
祝

日
は
開
館
し
翌
日
休
館
）　

※　

人
以
上
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　

消
防
署
予

１０

防
課（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
・
東
羽
合
町　

番
地
１　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
）

２３

ＦＡＸ
２２

４６

福
知
山
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
防
災
体
験
を
！

一
人
で
も
、家
族
で
も
、自
治
会
、団
体
、い
つ
で
も
誰
で
も
お
気
軽
に

体
験
無
料

ご
利
用
く
だ
さ
い　

身
体
障
害

者
相
談
・
知
的
障
害
者
相
談

平
成　

年
度　

自
主
防
災

２４

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

大切な家族や 
財産を 
火災から 

守りましょう。 

予防戦士
ジューケイキマン
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５００円４０歳（Ｓ４８．３．３１生以前）以上で福知山市国民健康保険加入者特定健診
無料市から後期高齢者医療保険者証の交付を受けている人後期高齢者健診
１，０００円３０歳～３９歳（S４８.４.１～ S５８.３.３１生）生活習慣病予防健診
５００円４０歳以上 (S４８.３.３１生以前 )胃部検診（Ｘ線検査）
５００円今年度４０・４５・５０・５５・６０・６５歳 (H２５.３.３１現在）胃部ＡＢＣ検診（血液検査）
無料(たんの検査は５００円）４０歳以上 (S４８.３.３１生以前 )肺がん検診
無料６５歳以上 (S２３.３.３１生以前 )結核検診
１００円４０歳以上 (S４８.３.３１生以前 )大腸がん検診
２００円５０歳以上の男性 (S３８.３.３１生以前 )前立腺がん検診
７００円４０歳以上の女性 (S４８.３.３１生以前 )乳がん検診
７００円２０歳以上の女性（H５.３.３１生以前 )子宮がん検診

送迎対象地域（最寄の公民館
等に送迎します）
中央保健福祉センターエリ
アでは実施しませんので、ご
了承ください。

子
宮
が
ん
検
診

乳

が

ん

検

診

前
立
腺
が
ん
検
診

肺
が
ん
／
結
核
検
診

大
腸
が
ん
検
診

胃
部
Ａ
Ｂ
Ｃ（
血
液
）検
診

胃
部（
Ｘ
線
）検
診

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

後
期
高
齢
者
健
診

特　

定　

健　

診

会　　　場実　施　日

○○○○○中央保健福祉センター（北本町二区）午前９月４日（火）①

上夜久野地域○○○○○○○ふれあいの里福祉センター
（夜久野町平野）

午後②
○○○○○○○午前９月５日（水）③

大江地域・北陵地域○○○○○○○北部保健福祉センター（大江町中央）午後④
○○○○○○○午前９月６日（木）⑤

上六人部地域・中六人部地域・下六人部地域○○○○○○○六人部コミュニティセンター（多保市）午後⑥
細見地域 ･菟原地域・川合地域○○○○○○○東部保健福祉センター（千束）午後９月７日（金）⑦

○○○○○○中央保健福祉センター（北本町二区）午前９月２３日（日）⑧
細見地域 ･菟原地域・川合地域○○○○○○○東部保健福祉センター（千束）午前９月２４日（月）⑨

中夜久野地域○○○○○○○農業者トレーニングセンター（高内）午後⑩
○○○○○○○午前９月２５日（火）⑪

○○○○○○○中央保健福祉センター（北本町二区）午後⑫
上六人部地域・中六人部地域・下六人部地域○○○○○○○六人部コミュニティセンター（多保市）午前９月２６日（水）⑬
上夜久野地域・中夜久野地域・下夜久野地域○○○○○○○夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町）午後９月２７日（木）⑭

○○○○○○○成和コミュニティセンター（額塚）午後９月２８日（金）⑮

実施日・会場・内容

９月の集団健診のお知らせ　申し込み制 特定健診・後期高齢者健診・生活習慣病予防
健診・各がん検診などを実施します。

＊健診日の１カ月前までにお申し
込みください。ただし、定員にな
り次第締め切ります。申し込まれ
た人には、後日　問診票・注意事
項などをお送りします。
送迎についてのご相談、お問い合
わせは、各保健福祉センターまで
ご連絡ください。

対
象
年
齢
・
費
用

＊７０歳以上の人は無料です。
＊６９歳以下で市民税非課税世帯・生活保護世帯の人は無料制度がありますので、事前に各保健福祉センターまでお問い合わせください。
＊６５～６９歳で、後期高齢者医療に加入している人は、後期高齢者健診が無料になります。必ず被保険者証をお持ちください。（がん検診は除く）
お申し込み・お問い合わせ先　■中央保健福祉センター（北本町二区）（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９８８）…①⑧⑫⑮　■西部保健福祉センター（夜久野町下町）（℡３７‐１２３４・ＦＡＸ３７‐５００２）…②③⑩⑪⑭
　　　　　　　　　　　　　　■北部保健福祉センター（大江町中央）（℡５６‐２６２０・ＦＡＸ５６‐２０１８）…④⑤　　　■東部保健福祉センター（千束）（℡５８‐２０９０・ＦＡＸ５８‐３０１３）…⑥⑦⑨⑬

検　診 検　診 
受付時間会　　　場日にち

①

８：３０～８：４０三河公会堂（三河）

８月２日
（木）

８：５０～９：００高津江公会堂（高津江）

９：１０～９：２０五日市公会堂（北四）

９：３０～９：４０三ヶ村公会堂（北三）

９：５０～１０：００阿良須公会堂（北一）

１０：１０～１０：２０堂本公会堂（北二）

１０：３０～１０：４０鬼の里　上野公会堂（上野）

１０：５０～１１：００波美公会堂（波美）

１１：１０～１１：２０河西下生活改善センター（蓼原）

②
１６：００～１６：１５大身集落センター（大身）

１６：３０～１６：４５加用公民館（加用）

③１０：４０～１１：００中央保健福祉センター（北本町二区）
８月３日
（金）

②

１６：００～１６：１５台頭コミュニティセンター（台頭）

１６：３０～１６：４５大原第二集会所（大原）

１１：１０～１１：２５高杉春日神社前（高杉）

８月９日
（木）

１１：４０～１１：５０友渕会館（友渕）

③

１３：３０～１３：４５かしの木台集会所（かしの木台）

１４：００～１４：１５波江公会堂（波江）

１４：３０～１４：４５下川口会館（勅使）

１５：００～１５：１５ＫＴＲ下天津駅（下天津）

１５：３０～１５：４５大呂公民館（大呂）

②１１：００～１１：１５下川合公民館下（下川合）
８月１０日
（金） ③

１５：４５～１６：００土師新町南公会堂（土師新町南）

１６：１５～１６：３０高畑防災無線所付近（高畑）

８月の肺がん結核検診
　　申し込み不要　　
検診車が各会場を巡回します。
直接会場へお越しください。
問診票は、会場に用意
費　　用　無料
　たんの検査は５００円必要
対　　象　４０歳以上の市民
注意事項
１　最後の胸部レントゲン検査から６カ月以
上間隔をあけてください。
２　妊娠中・妊娠の可能性のある人は受けら
れません。  
３　模様や飾り、ボタンのついていない無地
のシャツ（Ｔシャツ）で撮影できます。

問い合わせ 
　①北部保健福祉センター
　　（℡５６-２６２０・FAX５６-２０１８） 
　②東部保健福祉センター
　　（℡５８-２０９０・FAX５８-３０１３）  
　③中央保健福祉センター
　　（℡２３-２７８８・FAX２３-５９９８） 
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平成２４年７月９日に、住民基本台帳法および入管法が改正され、外国人登録法が廃止されます。 

おもな変更点 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●１ 他の市町村へ住所を移した場合でも、現在お持ちの住民基本台帳カードを引き続き使用す
ることができるようになります。また、平成２５年７月（予定）から外国人住民のみなさん
も住民基本台帳カードの発行および公的個人認証サービス（電子証明書）の利用が可能に
なります。
●２ 外国人住民のみなさんも住民基本台帳法が適用され、世帯ごとに住民票の編成・発行がで
きるようになります。
※これにより、外国人住民のみなさんも住民台帳閲覧の対象に含まれます。（住民基本台帳法
第１１条および第１２条の２）

　また、他の市町村に住所を移される際に、福知山市での転出手続きが必要になります。
※マイカードをお持ちの外国人住民のみなさんで、平成２４年７月９日以降に暗証番号を登録
された場合は、自動交付機で住民票を取得することができます。
※同一世帯の家族以外の住民票取得、住所変更の手続きには委任状が必要です。
●３ 外国人登録証明書の更新時に「在留カード」または「特別永住者証明書」を交付します。

　このほか、市役所や入国管理局への届け出、転入、転出、在留カードおよび特別永住者証
明書の更新手続き方法も変わります。

新制度について、詳しくは下記によりご確認ください。
　○総務省自治行政局外国人住民基本台帳室ホームページ
　　（住民基本台帳制度について）
　　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu.html
　　総務省コールセンター（平日　午前８時３０分～午後５時３０分）
　　℡０５７０-０６６-６３０（ＩＰ電話・ＰＨＳ・海外からは℡０３-６３０１-１３３７）

　○法務局入国管理局ホームページ
　　（新しい在留管理制度について）
　　【中長期在留者】http://www.immi‐moj.go.jp/newimmiact_1/index.html
　　【特別永住者】http://www.immi‐moj.go.jp/newimmiact_2/index.html
　　外国人在留総合インフォメーションセンター（平日　午前８時３０分～午後５時１５分）
　　℡０５７０-０１３９０４（ＩＰ電話・ＰＨＳ・海外からは０３-５７９６-７１１２）

■市民課（℡２４-７０１４・ＦＡＸ２３-６５３７）

住民票・印鑑登録証明書の自動交付機休止のお知らせ
　上記、住民基本台帳法の改正に伴うシステム切替作業のため、次の期間、市庁舎１階に設置の自動交付
機を休止します。休止中は自動交付機から住民票の写しや印鑑登録証明書の発行ができません。大変ご不
便・ご迷惑をお掛けしますが、ご理解いただきますよう、よろしくお願いします。
　なお、休止中の住民票・印鑑登録証明書の発行は、市役所市民課・各支所の窓口をご利用ください
（平日午前８時３０分～午後５時１５分）。
休止期間　７月７日（土）～１２日（木）
問い合わせ　市民課（℡２４-７０１４・ＦＡＸ２３-６５３７）みんなで支えよう 

バス交通 
みんなで支えよう 

バス交通 
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京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
職
員
に
よ
る
、
市
税
・
国
民

健
康
保
険
料
の
納
期
を
過
ぎ
た
人

の
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。

 
と　
　

き 　

７
月　

日（
火
）

３１

午
前
９
時
〜
正
午

 
と 
こ 
ろ 　

市
役
所
２
階　

税

務
課
（
内
記
三
丁
目
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
京
都
地
方

税
機
構
中
丹
地
方
事
務
所
（
℡　
５６

‐
０
３
４
０
・　
　

‐
０
７
４
０
）

ＦＡＸ
５６

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
で
は
、
随
時
納
付
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　

男
女
共
同
参
画
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ（
交
際
相
手

か
ら
の
暴
力
）を
テ
ー
マ
に
、全
国

の
学
校
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
さ
れ
て
い
る
団
体

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ 　

８
月
６
日（
月
）

午
後
２
時
〜
４
時

・
市
民
会
館　

号
室（
内
記
三
丁

３１

目
）

 
講　
　

師 　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
女
性
と
子

ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー　

ウ
ィ
メ
ン

ズ
ネ
ッ
ト
・
こ
う
べ

 
テ 
ー 
マ 　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
現

状
と
予
防
に
つ
い
て

 
対　
　

象 　

市
内
養
護
教
諭
・

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
関
心
の
あ
る
人

 
入 
場 
料 　

無
料
、予
約
不
要

※
保
育
ル
ー
ム
あ
り
ま
す
。

（
予
約
不
要
）

 
問
い
合
わ
せ 　

人
権
推
進
室
男

女
共
同
参
画
推
進
係（
℡　

‐
７
０

２４

２
２
・　
　

‐
６
５
３
７
）ま
で

ＦＡＸ
２３

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ

グ
（
日
記
な
ど
）
の
コ

メ
ン
ト
で
人
に
傷
つ
け

ら
れ
た
り
、
ま
た
傷
つ

け
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が

広
が
り
、
便
利
に
な
る
一
方
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

他
人
へ
の 
中  
傷 
や 
侮  
蔑 
、
無
責
任

ち
ゅ
う 
し
ょ
う 

ぶ 

べ
つ

な
う
わ
さ
、
特
定
の
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
の
無

断
掲
示
、
差
別
的
な
書
き
込
み
な

ど
、
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
に
つ
な
が
る
情
報
が
多
く
流

れ
て
お
り
、
そ
の
被
害
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
書
き
込
ま
れ
た
情
報
は
、
短

時
間
に
多
く
の
人
に
広
が
る
だ

け
で
な
く
、
コ
ピ
ー
が
流
通
す
る

こ
と
に
よ
り
、
回
収
は
極
め
て
困

難
に
な
り
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
た
人
や
そ
の
家

族
・
関
係
者
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
苦
し
む
こ
と
に
な
り
、
重
大
な

人
権
侵
害
を
受
け
続
け
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
書
き

込
み
を
行
う
際
に
は
、
も
う
一
度
、

本
当
に
こ
の
内
容
で
よ
い
か
ど

う
か
を
考
え
、
相
手
へ
の
思
い
や

り
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
お
互
い
に

人
権
を
尊
重
し
た
行
動
を
と
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐
７

２４

０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
）

FAX
２４

人権シリーズ

本
当
に
そ
れ
で
い
い
？

書
き
込
む
前
に
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
」

インターネット人権相談窓口のお知らせ 

　法務省の人権擁護機関では、インターネット（パソコン・携帯 
電話）から相談を受け付けています。 
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html

インターネット人権相談 検索 
じんけんそうだん 

携帯電話用 
QRコード 

７
月　

日（
火
）　
は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
い
ず
れ
も
第
２
期
分
）・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
１
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

３１

■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
税
務
課
資
産
税
係（
℡　

‐
７
０
２
５
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

２４

ＦＡＸ
２３

は
ば
た
き
セ
ミ
ナ
ー

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
現
状
と

　
　
　
　
　

予
防
に
つ
い
て
」

人
　
権 

人
　
権 

な
か
循
環
路
線
バ
ス
（
北
ル
ー
ト
）」
も
便
利
で
す
。　

■
生
活
交
通
課（
℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

　

福
知
山
駅
か
ら
市
民
病
院
ま
で
の
区
間
は
、

午
前
中
は　

分
に
１
本
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま

１５

た
、
平
日　

分
間
隔
で
運
行
し
て
い
る
「
ま
ち

３０

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
バババババババババババババババババババババババババババババババババババババババ
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

みんなで支えよう 
バス交通 

みんなで支えよう 
バス交通 

みんなで支えよう 
バス交通 

糖 尿 病 教 室 の ご 案 内　 　 　       　　 　 　 　 　 　 　 　 　    
　糖尿病の知識や療養についてわかりやすく紹介する糖尿病教室を開催しています。運動・合併症・薬・食
事・足のことなどを専門職員が月替わりで講演します。講演後、質問も受け付けます。
と　き
７・８・９月
の開催予定日
ところ
　いずれも市民病院２階第１会議室（厚中問屋町）。事前申し込みは不要。直接会議室へお越しください。患
者さま・ご家族・興味があって講演を聴きたい人など、ぜひご参加ください。
■市民病院糖尿病チーム（℡２２-２１０１（代）・ＦＡＸ２２-８６０１）

講 師内　　　容時　間開催日
薬　剤　師糖尿病のお薬について午後

２時～３時

７月１２日（木）
管理栄養士糖尿病の食事療法８月９日（木）
看　護　師セルフケアをチェックしてみよう！語ろう糖尿病９月２０日（木）

福
知
山
市

納
付
相
談
の
お
し
ら
せ



18H24（2012）．7．1　広報ふくちやま

　

６
月　

日
（
金
）、
市
役
所
庁
舎
（
内
記

１５

三
丁
目
）
に
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
を

か
け
て
、
こ
の
夏
の
暑
さ
を
し
の
ぐ
ク
ー

ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に

利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
福
知
山
環
境
会

議
や
福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

福
知
山
市
連
合
婦
人
会
な
ど
の
み
な
さ
ん

が
、
市
庁
舎
玄
関
東
側
に
、
幅　

㍍
に
わ

１７

た
っ
て
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

ゴ
ー
ヤ
は
、
順
調
に
育
て
ば
７
月
中
旬
に

実
を
つ
け
、
８
月
中
旬
に
立
派
な
「
み
ど

り
の
カ
ー
テ
ン
」
と
し
て
完
成
し
ま
す
。

「広報ふくちやま」にあなたが写ってい
たら、写真（L判）を１枚差し上げます。
■市長公室広報係（℡２４‐７０００）

まちかど 
ウオッチング 

市市
役役
所所
をを
クク
ーー
ルル
スス
ポポ
ッッ
トト
にに
！！

「「
みみ
どど
りり
のの
カカ
ーー
テテ
ンン

植植
栽栽
セセ
レレ
モモ
ニニ
ーー
」」

この夏も、節電に取り組みましょう！ この夏も、節電に取り組みましょう！ 

実践できているかチェック！ 実践できているかチェック！ 我が家の節電対策はこれでばっちり 

７月２日（月）～９月７日（金）の平日　午前９時～午後８時 
※８月１３日（月）～１５日（水）を除く。 

　特に、電力使用が増える午後１時頃から午後４時頃までを中心に節電に取り組みましょう。例
えば、こまめに消灯やエアコンの室温２８℃に設定、また、すだれやよしず、ゴーヤなどによる「み
どりのカーテン」で日差しを遮るなど、ご家庭でできる節電に取り組みましょう。 

※高齢者やお子さんのいるご家庭などでは、熱中症などにならないよう健康には十分注意して、
無理のない範囲でご協力をお願いいたします。　　　　■環境政策室（℡２２‐１８２７・ＦＡＸ２２‐４８８１） 

節電期間 

（図・イラスト／京都府ホームページより） 

照明 
　□電球を替えるときは電球型蛍光灯や 
　　ＬＥＤを選ぶ 
　□こまめに消す 

エアコン 
　□室温は２８度を心がける 
　□フィルターを定期的に（２週間に１回程度） 
　　掃除する 
　□“すだれ”や“よしず”などを利用 
　□扇風機などを活用 
　□冷房時に家族が一緒の部屋で過ごす 
※エアコンの控え過ぎによる熱中症などに気をつけて、 
　無理のない範囲で節電しましょう 

電気ポット・炊飯器 
　□お湯の保温はやめ、必要な分をその都度沸かす 
　□ご飯はまとめて早朝に炊き、食べる都度電子レンジで温める 
　□一度に多くの家電製品を使用しない 

テレビ・パソコン 
　□省エネモードに設定し、不要な時は消す 

冷蔵庫 
　□設定温度を「強」から「中」に、 
　　開閉頻度を少なくする 
　□食品を詰め込み過ぎない 

暖房便座 
　□夏は便座暖房の電源を切る 

　昨年の電力不足は、市民のみなさん一人ひとりの節
電への取り組みにより、大きな停電もなく、無事回避
することができました。 
　これから本格的な夏の到来を迎え、エアコン使用な
どで電力消費が多くなる夏を迎えますが、今年は昨年
以上の電力不足が予想されています。停電が起きると、
市民生活や経済活動に大きな影響を及ぼします。この
事態を回避するために、各家庭においても節電に取り
組んでいただきますようご協力をお願いします。 

この夏も、節電に取り組みましょう！ 

さえぎ 
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「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
で
使
用
す
る 
挿  
絵 
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐

さ
し 

え

２４

７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　hisyo@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
２４

募集！

　福知山市三和町の南西部、土師川に注ぐ支流、細
見川に沿っていくつかの集落が点在する細い谷があ
り、地元ではこれらの集落が立地する 谷  筋 を「 細  見 

たに すじ ほそ み

 谷 」と呼んでいます。この谷には中世細見谷に勢力
だに

を持った細見氏の祖先である 紀  氏 を祭る 氏  神 として
き し うじ がみ

建立された 梅  田  神  社 や幾つかの城跡も立地する歴史
うめ だ じん じゃ

深い地域です。「 辻  区  有  文  書 」は、この細見谷の入
つじ く ゆう もん じょ

口付近の「辻」という地域に伝わる古文書群で、区
長の持ち回り文書として現在も現用文書群と共に 役 

えき

 帳  箪  笥 ごと引き継がれています。
ちょう たん す

　その内容を見ると 寛  永 ２年（１６２５年）の 鴨  庄 （現：
かん えい かもの しょう

兵庫県丹波市市島町）との境界争論関係資料や 天  保 ８年（１８３７年）の細見谷絵図、明治６年
てん ぽう

（１８７３年）の細見辻村見取図などの絵図、村の経営や新田開発、 天  保  飢  饉 に際しての覚書や
てん ぽう き きん

近年の区長会の一件からなる４５点の近世、近代の文書などが伝えられています。中でも土地
の境界が不明確な近世にあって土地や林野に関する史料は充実しており、より豊かな資源を
求めた結果、近隣の村と隣接する山林や原野の境界を争ったことや、その際の「鎌取り行
為」（訴訟を有利に進めるため証拠物件として相手の 鉈 や鎌を取り上げる行為）など、当時

なた

の詳細な記録が残されています。
　「辻区有文書」は地元の人々により大切に伝えられてきたおかげで、かつての辻村や細見
谷の村々の暮らしや地域の様子と、近隣の村との関係を知ることができます。現在は三和町
郷土資料館に寄託を受け、大切に保管しています。常設展示はしていませんが、その内容は
「三和町史」などで知ることができますので、ぜひ一度ご覧いただき、身近な地元の歴史の
一端に触れてみてください。

⑭ ⑭ ⑭ 

カ
ン
ち
ゃ
ん　

使
わ
ん
よ
う
に
な
っ
た
ふ
と
ん
を
処
分

し
た
い
ん
や
け
ど
ど
う
し
た
ら
え
え
ん
か
な
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

ま
ず
は
分
別
や
け
ど
、
ふ
と
ん
の
素
材

が
動
植
物
性
、
例
え
ば
綿
・
羽
毛
・
羊
毛
が
１
０
０
％

の
も
の
な
ら
「
燃
や
す
ご
み
」、
化
学
繊
維
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
な
ら
「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」
の
扱
い
に
な
る
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

出
し
方
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

指
定
ご
み
袋
に
入
れ
ば
地
域
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
る
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

指
定
ご
み
袋
に
入
ら
ん
大
き
な
も
の
は
ど

う
し
た
ら
い
い
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

直
接
環
境
パ
ー
ク
に
持
ち
込
ん
だ
ら
処
分
が
で
き
る
わ
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

指
定
袋
か
ら
は
み
出
し
た
ら
、
収
集
し
て
く
れ
へ
ん
の
か
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

収
集
で
き
ん
な
。
ほ
か
に
も
指
定
袋
を
貼
り
付
け
た
り
、
両

側
か
ら
被
せ
た
だ
け
の
ご
み
を
見
か
け
る
け
ど
、
収
集
す
る
の
は
一
つ
の
袋

で
口
の
両
端
を
し
っ
か
り
く
く
っ
て
中
身
が
散
ら
ば
ら
な
い
よ
う
に
し
た

も
の
だ
け
な
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

む
か
し
は
「
ふ
と
ん
の
打
ち
直
し
」
ゆ
う
て
、
繰
り
返
し
再

生
し
て
利
用
し
と
っ
た
ん
や
っ
て
な
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

み
ん
な
が
物
を
大
切
に
す
る
心
を
持
っ
て
毎
日
の
生
活
を

し
と
っ
た
ん
や
な
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

ふ
と
ん
を
長
持
ち
さ
せ
る
コ
ツ
と
か
は
あ
る
ん
か
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

湿
気
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
、
次
の
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
で
。

○
ふ
と
ん
干
し
は
天
気
の
よ
い
乾
燥
し
た
日
の
午
前　

時
か
ら
午
後
３

１０

時
頃
に
す
る
。

○
し
ば
ら
く
使
わ
な
い
と
き
は
、
日
に
干
し
て
か
ら
シ
ー
ツ
な
ど
を
外
し

て
、
湿
気
の
少
な
い
場
所
に
保
管
す
る
。

○
使
わ
な
い
期
間
で
も
、と
き
ど
き
日
に
干
し
て
、押
入
れ
も
乾
燥
さ
せ
る
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

了
解
！　
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利
用
に
努
め
ん
と
な
。

辻区有文書
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祝！！『１０００歩くん』完成 　ついに堂々の登場！！ 

『今よりも１０００歩多く歩く』を目標に生まれた 
歩くことを一緒に楽しむキャラクター 

『１０００歩くん』 

健康増進計画  知っ得シリーズ Ｐａｒｔ15

：広報ふくちやまの毎月１日号のこのページで、僕と会話を繰り広げている『　　くん』が、ついにベール
を脱ぎ、満を持しての登場～☆ 平成２３年度に福知山淑徳高校を卒業した上田美菜さんがデザインしてく
れたもので、福知山淑徳高校と＋１０００歩の会との間で６月２３日（土）に１０００歩くんデザイン譲渡の調印式
が行われたんだ。今回は、その時の様子をお伝えするよ～♪ 

：１０００歩くん、調印式おつかれさま！やっと登場できたね。楽しみに待っていたよ～♪ 

：ありがと～♪これも、僕を生んでくれた上田さんをはじめ、福知山淑徳高校の先生、＋１０００歩の会のメン
バーさん…みなさんのおかげだよ！ 

：１０００歩くんは、僕と一緒に福知山市健康増進計画を市民のみなさんにアピールするために生まれたんだよ
ね？！ 

：そうだよ！運動不足の人が多いことを知った＋１０００歩の会のみなさんが、健康増進計画と運動の楽しさを
ＰＲするために、アートデザイン系列のある福知山淑徳高校に依頼し、先生と生徒さんに協力してもらった
んだ☆ 

：これからは、二人でもっと福知山を盛り上げていけるね♪ ところで、＋１０００歩の会ってどんな活動をし
ているの？！ 

：福知山市健康増進計画を推進するための会なんだ！今は特に、市民の皆さんが運動の習慣を持てるように、
月一回のウォーキングや健康講座を実施したり、ウォーキングMAPの作成をしているよ。７月は、市と
協力してウォーキングを行う予定なんだ。市民のみなさんもぜひ、参加してね！！ 

健康増進計画について詳しく知りたい人は市ホームページで確認できます。
お問い合わせは健康推進室（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８）までお願いします。 

福知山淑徳高校 学校長 山口　剛さん（左） と 
　　　　　　　　　　　 ＋１０００歩の会代表 森井　實さん（右） の調印 

お気軽に 
参加してね！！ 

＊申し込み不要（参加ご希望の人は直接集合してください） 
＊暑い時期となりますので、体調管理・水分補給は各自でお願いします。 

うえ　だ　 み　 な 

せ　　ん　　ぽ 

やま ぐち　　つよし 

もり   い　　 みのる 

全身のがんが、さらに 
発見しやすくなりました。 
全身のがんが、さらに 
発見しやすくなりました。 
全身のがんが、さらに 
発見しやすくなりました。 

※検査結果は即日にご報告します。 

■問合せ先〈健康診断のご予約は〉TEL：２２‐３５５０　E-mail：kenshin@renaiss.jp 
　　　　　〈医療機関からのご紹介は〉TEL：２３‐６６５０　FAX：２３‐６６５３ 

※検査結果は即日にご報告します。 

広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
７
月　

日
号
は
、
７
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

１９

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
市
長
公
室
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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